
海 と想像力
Thomas Pynchon の

"Low -lands"

木原 善彦

ThomasPynchonの 初 期 の 短 編 小 説 は 、 一 編 を 除 き、1984年 にSlow

Learnerに ま とめ られ た。 そ れ らの 中 で 、 論 じ られ る こ とが も っ と も多 い

の は、 エ ン トロ ピー 的 世 界 観 が 扱 わ れ る"Entropy"で あ るが 、 後 の 小 説 作

品 にっ な が る多 くの 要 素 を含 ん で い る とい う点 で は、"Low-lands"の 方 が

よ り注 目 さ れ るべ き作 品 で あ る と思 わ れ る。

"Low ―lands"は 、1960年 のNewWorldWriting16号 が 初 出 で 、1959年

に発 表 さ れ た"TheSmallRain"と"MortalityandMercyinVienna"

に続 い て書 か れ た短 編 第3作 で あ る。 そ こ に は ゴ ミ集 積 場 や 、 海 、 こ び と

(midget)、 量 子 力 学 の 不 確 定 性 関 係 の比 喩 な ど 、 後 の作 品 で 繰 り返 し現 わ

れ る要 素 が 見 られ る。SlowLearnerの 序 文 で 、Pynchon自 身 は こ の 作 品

に低 い 評 価 を 与 え 、"[DennisFlange's]fantasiesbecomeembarrass-

inglyvivid,that'saboutallthathappens"(xix)と 語 って い る が 、 そ

の フ ァ ン タ ジ ー こそPynchon作 品 の特 質 で あ るか ら、 この 作 品 の テ ー マ と

な っ て い る フ ァ ン タ ジー と他 の要 素 との結 びっ きを詳 しく検 討 す る ことに よ っ

て 、Pynchon作 品 全 体 に 関 わ る想 像 力 の 一 端 を 明 らか に す る こ と が で き る

だ ろ う。

1

物 語 の シ ー ク エ ンス は、 主 人 公 の 二 度 の移 動 に よ って 、 か な りは っ き り三

段 階 に わ か れ て い る。 物 語 の 始 ま りで は、 主 人 公 デ ニ ス ・フ ラ ン ジ(Dennis

Flange)が 仕 事 を 休 ん で 、 ゴ ミ屋 の ロ ッ コ ・ス ク ワ ー チ オ ー ネ(Rocco
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Squarcione)と 酒 を飲 ん で いて 、 デ ニ ス の妻 シ ンデ ィ(Cindy)は2階 に い

て い らい らして い る。 フ ラ ンジ夫 妻 の 間 に は子 供 は な く、 二 人 の 関 係 も うま

くい って い な い ら しい。 次 に、 デ ニ ス の 海 軍 時代 の友 人 で フ ラ ン ジ夫 妻 の 新

婚 旅 行 を 台無 しに した男 ビ ッグ ・ボ ー ダ イ ン(Pig Bordine)が や っ て きて、

男 達 は三 人 揃 って家 を追 い出 され 、 ロ ッコ の知 り合 い で ゴ ミ集 積 場 の小 屋 に

住 ん で い るボ リング ブル ッ ク(Bolingbroke)の と ころ に い き、 夜 ま で 海 の

話 をす る。 そ の後 、 夜 中 にネ リ ッサ(Nerissa)と い う女 の子 の 声 で 目 を 覚

ま した デ ニ ス は、 ゴ ミの 山 の 中 にっ く られ た彼 女 の 部 屋 へ行 き、 暫 くの 間 は

そ こ に と ど ま る と約 束 す る。

 John Dugdaleは この作 品 の読 み 方 を 、大 き く二 っ に分 けて い る(Dugdale

40-41)。 す な わ ち、 デ ニ ス は、 ゴ ミ集 積 場 を訪 れ た こ とで 新 た に生 ま れ 変 わ

り、 シ ンデ ィと の生 活 を や り直 す こ と に な る とい う 「肯 定 的 」 な 読 み 方 と、

デ ニ ス は完 全 な妄 想 の 中 に陥 って しま った の だ とい う 「否 定 的」 な 読 み方 で

あ る。Dugdaleは 後 者 の 「否 定 的Jな 読 み方 を 支 持 して い る 。 David Seed

とJohn O. Starkも 、 同様 で あ る(Seed 23-35;Stark 163-65)。 しか し、

Dugdaleの 否 定 す るよ うな 「肯 定 的 」 な 読 み方 は 、 本 当 に 間 違 っ て い る の

だ ろ うか 。

 この 作 品 を読 ん で い る と感 じ られ る の は、Seedが 指 摘 す る よ う に、 物 語

全 体 が 「砂 時 計 型(hour-glass shape)」 を して い て 、 デ ニ ス が 追 い 出 さ れ

た 家 と、 デ ニ スが 辿 り着 い た ネ リッサ の部 屋 とが 類 似 して い る とい う こ と で

あ る。 こ の こ とか ら、Seed は "The story's main irony is that his

[Dennis's]withdrawal into Nerissa's world is both a partial repeti-

tion of the opening scene and a`dead end'"(Seed 35)と 結 論 して い る

が 、 そ れ は、 ネ リ ッサ と の 出会 い が妄 想 で あ って 夢 で はな い と い う前 提 に基

づ い た もの で あ る。 も し、 ネ リ ッサ が 夢 の 中 の 存 在 な らば 、 こ の夢 は、 デ ニ

ス が シ ンデ ィの もと に戻 る予 告 に な って い る と考 え られ る。

 ま ず 、 ネ リ ッサ の 登 場 以 後 、 文 体 に 変 化 が あ る こ と に 注 目 し て お き た い 。

Pynchonは 序 文 で"I can't remember for sure, but it looks like I

wanted some ambiguity here about whether or not she[Nerissa]was

only a creature of his fantasies"(xix)と い っ て 、 ネ リ ッ サ と の 出 会 い

が 現 実 な の か 夢 想 な の か を 故 意 に 曖 昧 に し た 旨 を 明 ら か に して い る。 しか し、
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"H
e awoke to cool fingers on his forehead and a coaxing voice  ."

(56)と い う ネ リ ッ サ の 姿 を 初 め て 目 に す る 部 分 、 あ る い は 、"How long

he slept was uncertain..-"(55)と い う ネ リ ッ サ の 声 を 初 め て 耳 に す る

部 分 を 境 目 と し て 、 文 体 は 微 妙 に 変 化 し て い る。 も っ と も 端 的 に は 、 思 考 を

描 出 す る モ ー ドが 変 わ っ て い る 。S甥 εin Fictionで 示 さ れ て い る 思 考 の

描 出 方 法 に 従 っ て 、 語 り 手 の 介 入 す る 度 合 い が 少 な い も の か ら 順 に 、Free

Direct Thought, Direct Thought, Free Indirect Thought, Indirect

Thought, Narrative Report of a Thought Act(Leech and Short 337)

と い う5っ の 分 類 で み る こ と に し よ う。 ネ リ ッ サ と 会 う ま で は 、 一 箇 所 だ け 、

"No
. He figured not. Maybe if they�丨ad Ki俍,.."(44,琩��i琩

ellipsis)と い うFree Indirect Thought力 雪あ る の を 除 い て は 、"He won-

dered every once in a while what life would be like without a second

story..."(36),"Flange was still wondering vaguely why this ever

should have happened..-"(41)な ど のIndirect ThoughtとNarrative

Report of a Thought Actと が 中 心 に な っ て い る 。 こ れ と は 対 照 的 に 、 ネ

リ ッ サ と 会 っ て か ら は 、"What the hell"(57),"Oh Christ, Flange

thought,1've been putting on weight, haven't I"(58),"She looks like

achild, Flange thought. And the rat like her own child"(60),"And

then:Iwonder why Cindy and I never had a child. And:a child

makes it all right. Let the world shrink to a boccie ball"(60),"For

awhile, at least, he thought"(60-61)な ど と い う よ う なFree D�ect

ThoughtとDirect Thoughtの モ ー ドが 中 心 と な っ て 用 い ら れ て い る 。 こ

の 変 化 は 、 や は り、 ネ リ ッ サ と の 出 会 い が 、 そ れ ま で の 物 語 と は別 の 位 相 で 、

す な わ ち 、 フ ラ ン ジ の 思 考 に よ り 密 着 し た 夢 想 の レ ベ ル で 、 起 き た こ と だ と

い う こ と を 示 し て い る。 デ ニ ス が ネ リ ッサ の 飼 っ て い る ね ず み を 見 つ け る場

面 の 描 写 も 、 同 様 の 印 象 を 与 え る 。"It occurred to Flange that there

had been a gray furry rat sitting on the bed for some time  ."

(59)。 こ の 表 現 は 、"Flange suddenly remembered..."と 書 い て あ っ た

場 合 と 比 較 す る と 、 ね ず み の 存 在 は 客 観 的 な も の で は な く、 フ ラ ン ジ の 夢 な

い し は 空 想 の 産 物 で あ る こ と を 印 象 づ け て い る 。

さて、その夢ないしは空想は、外界の現実か らの断絶 と退行だと断言でき
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る のだ ろ うか。

II

物 語 の反 転 の 中心 、 「砂 時 計 型 」 の くびれ た部 分 と な って い る の は、 ゴ ミ

の 集積 場 で あ り、 ここが タイ トル に もな って い る低 地 で あ る。通 りか ら50フ ィー

ト低 い と ころ に あ る そ の場 所 に ゴ ミが捨 て られ るの を 見 て、 デ ニ ス は つ ぎの

よ うに感 じる。

[Flange thought] that one day, perhaps fifty years from now, 

perhaps more, there would no longer be any hole: the bottom 

would be level with the streets of the development, and houses 

would be built on it too. As if some maddeningly slow elevator 

were carrying you toward a known level to confer with some 

inevitable face on matters which had already been decided. (46)

へ こん で い た も のが 徐 々 に平 ら に な って い く と い う この イ メ ー ジ は、 差 異 の

消 失 を 意 味 す る エ ン トロ ピー 的 な 世 界 観 と結 び 付 け て 解 釈 す る向 き もあ る が

(Cooper 65)、 こ こで は、 作 品 内部 の文 脈 と の 関 連 で 解 釈 す る必 要 が あ る。

 まず 、 作 品 内 部 の 高 低 の対 照 に 注 目 して み る と、 デ ニ ス の家 の造 りが 興 味

深 い。 家 は、2階 建 て で 、 地 下 室 が あ る。2階 は シ ンデ ィ の領 域 、 地 下 は デ

ニ スの 領 域 とい う住 み分 けが 出来 て い る こ と に よ って 、 二 人 の生 活 はか ろ う

じて破 局 を免 れ て い る。 デ ニ スが こ の家 に捧 げ る歌 の 中 に は"We'11 be as

happy and contented/As birds upon a tree,/High above the

mountains and sea-,."(37,0riginal ellipsis)と あ り、 家 の あ る場 所 の

高 さ が 印 象 づ け られ て い る が 、 二 人 の 家 は"acliff overlooking the

Sound"(36)の 上 に立 って い て 、 そ の 不 安 定 さ も同 時 に 含 意 さ れ て い る。

シ ンデ ィ の実 家 の あ るJackson Heightsと い う地 名 か ら も、 彼 女 の 存 在 と

高 い場 所 と の結 びっ きの 強 さ が わ か る。 他 方 、 デ ニ ス は低 い場 所 と の親 近 性

を も って お り、 家 の 中 で は地 下 へ 、 そ して 、 退 行 的 な 精 神 状 態 へ と 向 か う様

子 を見 せ て い る。 デ ニ ス は、 自分 が"an umbilical cord woven of lichen
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and sedge, furze and gorse"に よ っ て こ の 家 に つ な が れ て い る と感 じ、 こ

の 家 をNoel Cowardの 歌 を も じ っ て"womb with a view',(37)と 呼 ん

で い る 。

[On some snowy nights] he would be caught red-handed at Mole-

manship which is less a behavior pattern than a state of mind 

in which one does not hear the snow at all, and the snorings of 

one's wife are as the drool and trickle of amniotic fluid some-

where outside the blankets, and even the secret cadences of one's 

pulse become mere echoes of the house's heartbeat. (38)

こ の こ と は 、Pynchonが 序 文 で"many American males, even those of

middle-aged appearance, wearing suits and holding down jobs, are in

fact...still small boys inside"(xix)で あ る と し て 、 デ ニ ス が そ の よ

う な 男 達 の 一 人 だ と 見 な し て い る こ と と も対 応 して い る。 デ ニ ス 自 身 が 子 供

で あ っ て 、 子 宮 内 に 閉 じ こ も っ て い る と い う事 実 は 、 フ ラ ン ジ 夫 妻 に 子 供 が

い な い 理 由 に も な っ て い る 。 デ ニ ス は 、 シ ン デ ィ の 夫 で は な く、 い わ ば 、 子

供 な の で あ る 。

 デ ニ ス が シ ン デ ィ の 何 か ら逃 れ よ う と し て い る の か を 知 る 手 掛 か り は 少 な

い。"The relentless rationality of that womb and that wife" (39) と

か"Mondrian and Cindy, he[Dennis]suspected, were brother and

sister under the skin, both austere and logical"(42)と い う デ ニ ス の 見

方 は 、 物 語 内 部 で の シ ン デ ィ の 行 動 を 見 る か ぎ り で は ほ と ん ど 裏 付 け ら れ て

い な い 。 も し シ ン デ ィ が"relentless rationality"の 持 ち 主 で あ っ て

"
austere and logical"な 人 物 で あ っ た な ら ば 、 デ ニ ス を 家 か ら 追 い 出 す 際

に 、"Flange, looking back, cou正d see his wife standing in the doorway

watching them"(44)と あ る よ う な 、 名 残 惜 し そ う な 行 動 を と ら な い で あ

ろ う 。 こ の こ と は 、 物 語 の 最 後 に お い て 、 デ ニ ス の シ ン デ ィ に 対 す る 見 方 が

全 く変 わ る 可 能 性 が あ る こ と を 意 味 す る 。
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 さて 、 ゴ ミ捨 て穴 が い ず れ 完 全 に埋 ま って しま う と い うデ ニ ス の空 想 に は

続 きが あ る。

[Flange] would picture his life as a surface in the process of 

change, much as the floor of the dump was in transition: from 

concavity or inclosure to perhaps a flatness like the one he 

stood in now. What he worried about was any eventual con-

vexity, a shrinking, it might be, of the planet itself to some 

palpable curvatue of whatever he would be standing on, so that 
he would be left sticking out like a projected radius, unsheltered 

and reeling across the empty lunes of his tiny sphere. (48)

"concavity or inclosure"か ら"flatness"へ
、 そ し て さ ら に"convexity"

へ 、 と 自 分 の 立 って い る 場 所 が 変 わ っ て い く こ と に 対 す る デ ニ ス の 恐 れ は 、

子 宮 か ら出 る こ と に 対 す る恐 れ を 表 し て い る 。

 と こ ろ が 、 物 語 の 最 後 で 、 デ ニ ス が"Let the world shrink to a boccie

ball"(60)と 決 心 す る の で あ る 。"concavity"か ら"convexity"へ 移 行 す

る と い う こ の 決 心 を 、Seedは 空 想 の 肥 大 化 と 考 え て"a final yielding to

his[Dennis's]own fantasy"(Seed 34)と し て い る し 、 Joseph Siadeも

"[Flange]prefers withdrawal underground to the void
, the emptiness

above"(Slade 14)と して い る が 、 先 に 見 た 文 脈 の 中 で と ら え れ ば 、 こ の

決 心 は 全 く異 な っ た も の に 見 え て く る 。 子 宮 か ら 外 に 出 る こ と を 恐 れ て い た

デ ニ ス は 、 そ の 外 に 出 る こ と を 決 意 し た の で あ り、 自 閉 的 な 空 想 か ら現 実 の

中 へ 抜 け 出 る こ と に な る の で あ る。

 デ ニ ス は また"achild makes it all right"(60)と 悟 って い る。 これ

は"Iwonder why Cindy and I never had a child"(60)と い う思 考 の

一 連 の 流 れ の中 で 出 て き た言 葉 で あ るか ら
、 彼 は、 親 に な る心 構 え が 出来 た

こ とを意 味 して い るQ

 以上のように、結末を 「肯定的」にとらえ直すな らば、ネ リッサとの出会

いは妄想ではな く、デニスを新たな生活に導 くための創造的な夢であること
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に な る。 つ ぎ に、 問 題 に な る の は、 デ ニ ス が、 こ の夢 を見 る こ とに な っ た経

緯 で あ る。

III

 多 く の 批 評 家 が 指 摘 す る よ う に 、 こ の 短 編 の 中 に は 、T. S. Elliotの

The Waste Landや"The Love Song of J. Alfred Prufrock"を 始 め と

して 、ShakespeareやJoseph Conradな ど の 作 品 か らの 引 用 が ち り ば め ら

れ て い る 。 そ れ ら の 中 で 、 デ ニ ス の 変 化 と 結 び つ く重 要 な フ レ ー ズ は 、 彼 が

空 想 の 中 に 住 む 自 分 の 分 身 を 評 し て"that young, rogue male Flange,

from whom he occasionally felt the Flange of today had suffered a

sea change into something not so rare or strange"(55, my emphasis)

と 言 っ て い る 部 分 で あ る 。 こ れ は 、The TempestのArielの 次 の 歌 の5行

目 か ら6行 目 を も じ っ た も の で あ る 。

Full fathom five thy father lies, 

Of his bones are coral made; 

Those are pearls that were his eyes; 

Nothing of him that doth fade, 

But doth suffer a sea-change 

 Into something rich and strange. 

Sea-nymphs hourly ring his knell. (123; 1. 2. 397-403)

海 の 神 秘 的 な 作 用 は、 骨 を珊 瑚 に変 え 、 目を 真 珠 に変 え る もの で あ る。 デ ニ

スが 海 軍 を やﾘて 、 陸 上 で の生 活 を 始 めて か らっ ま らな い人 間 にな った の は、

海 を 離 れ て し ま った せ いで あ る。 この 変化 は、 従 って、"sea change"と 言

う よ り も"land change"と 呼 ばれ る べ き もの で あ ろ うが 、 そ う書 い て し ま

う と、 この ア リュ ー ジ ョ ンが 気 づ か れ ず に見 過 ご さ れ る恐 れ が あ る た め 、 誤

解 を 恐 れ ず、"sea change"と い う表現 を用 いた も の と思 われ る。 い ず れ に

せ よ、 デ ニ ス は、 海 に戻 れ ば、 ま た海 の神 秘 的 な作 用 で魅 力 的 な人 間 に変 わ
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れ る と い う こと に な る。

 デニスは、若いころの彼に似た分身を、空想の中の海に航海させ、閉塞的

な生活か らの逃げ道の一っにしている。 しか し、 この空想 は、 あくまでも空

想 にとどまり、デニスの生活が変わることはなか った。彼 に必要なのは、実

際に海 の高さまで降 りていくこと、 シンディと住む崖 の上か ら低地に降 りる

ことであった。 ゴ ミを捨てる穴の中に降りていくとき、デニスは、昔聞いた

歌の中で、海が低地に例え られていたのを思いだす。

Anyone who has looked at the open sea under a special kind of 

illumination or in a mood conductive to metaphor will tell you 

of the curious illusion that the ocean, despite its movement, has 

a certain solidity; it becomes a gray or glaucous desert, a waste-

land which stretches away to the horizon, and all you have to 

do would be to step over the lifelines to walk away over its 

surface; if you carried a tent and enough provisions you could 

journey from city to city that way. (47, my emphases)

海 が、 固 い地 面 に見 え て きて 、 そ こ を歩 く こ とが 出来 る よ うに見 え る と い う

この錯 覚 は、 自由 な空 想 の無 限 の 広 が り の比 喩 で も あ る。 そ して 、"waste―

land"と い う言 葉 に よ っ て、 ボ リン グ ブ ル ッ ク の ゴ ミ捨 て 場 と、 海 と、 想

像 力 が 一 つ に結 びつ い て い る。

 ボ リ ング ブル ック の小 屋 で か わ され る海 の話 は、 ビ ッ グ ・ボ ― ダ イ ンが話

す もの も、 ボ リ ング ブ ル ッ クが話 す もの も、 上 官 や 規 律 に 対 す る反 逆 と、 そ

の反 逆 の鎮 圧 と収 拾 と い う こ とが主 題 にな っ て い る。 フ ラ ンジ は、 これ ら海

の話 が"truth of a special order"(46)を 含 ん で い る と信 じて お り、"the

rightness of Bolingbroke's sea, its ability to encompass and be the

sustaining plasma or medium for horse-drawn taxis and Porcaccios"

(54-55)を 信 じて い る。 先 に見 た よ うに、 この ゴ ミ捨 て 場 が海 と同 じ作 用 を

もっ と考 え る と、 フ ラ ン ジ もそ の 働 き のた め に、 一 時 的 な 精神 的 反 逆 と 冒険

を 楽 しみ 、 最終 的 に は シ ンデ ィの も とへ と戻 る こ と に な る、 と い う構 造 を見

―64一



い だ す こ とが で き る。

 そ して 、 デ ニ スが 低 地 へ 降 りて い くこ と は、 精 神 的 反逆 の 舞 台 と な る想 像

力 の海 に 足 を 踏 み 出 す こ と と重 な って い る。 しか し、 そ の無 限 の 広 が りに 足

を踏 み 出 す たﾘに は、"lifelines"を 越 え な け れ ば な らな い 。 そ れ を 越 え る

こ と は 、 も しか す る と、 精 神 分 析 医 ジ ェ ロ ニ モ ・デ ィ ア ス(Gθronimo

Diaz)と 同 じ よ う な 狂 気 、"a wonderful, random sort of madness

which conformed to no known model or pattern, an irresponsible

plasma of delusion he floated in"(38)に 陥 る こ と を 意 味 す る か も知 れ

な い。 しか し、 仮 に狂 気 だ と して も、 そ れ は、"won疇r羽l"な 狂 気 で あ り、

ま た 、 ビ ッ グ とボ・リ ン グ ブ ル ッ クの 冒 険談 同様 に、 最 後 に は現 実 へ と回 収 さ

れ るべ き、 一 時 的 な 精 神 的 冒 険 に しか過 ぎな い の で あ る。 マ ッ ト レスを 取 り

に行 った と き に、 デ ニ ス は ボ リ ン グ ブル ッ クに"don't step out of line. I

got booby traps set up"(49)と 警 告 さ れ る が、 夜 中 に女 の子 の 声 で 目 を

覚 ま して 外 に 出 た と き に は、 罠 に か か って し ま う。 こ こ で 用 い られ て い る

"stθp out of line"と い う表 現 は
、 先 ほ ど の``step over the lifeIines"と

い う表現 と呼 応 して い る。 実 際 、 この罠 に か か って 気 を失 った デ ニ スが 目 を

覚 ま した 時点 か ら、 ネ リッサ の姿 が現 われ る の で あ る。 そ して 、 想 像 力 の 海

に一 歩 を踏 み 出 す こ と に な る。

 Sladeを 始 め と す る批 評 家 は 、 Ner﨎saと い う名 に つ い て 、 The Merchant

of Veniceの 侍 女 の 名 か ら 来 て い る 可 能 性 と 、 Nereidと 呼 ば れ る 海 の 精 か

ら来 て い る 可 能 性 と を 指 摘 して い る が(Slade 13)、 無 論 、 後 者 の 解 釈 の 方

が は る か に 作 品 の 理 解 に っ な が る も の で あ る 。 な ぜ な ら、 初 め て 彼 女 を 目 に

し た と き 、``[Dennis]saw her, the girl, her face, floating wide-eyθd

and anzious over him, and the stars caught in her hair"(56-57, my

emphasis)と あ る よ う に 、 ま る で 、 そ の 場 所 が 海 の 中 で あ る か の よ う な 比

喩 が 使 わ れ 、 小 説 の 最 後 で は 、"Whitecaps danced across her eyes;sea

creatures, he knew, would be cruising about in the submarine green

of her heart"(61)と あ る か らで あ る。
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 こ う して み る と、 ネ リ ッサ は、"sea change"を 受 け た シ ン デ ィ で は な い

か と思 わ れ る。 デ ニ ス に と って、 現 在 、 海 の空 想 と シ ンデ ィ との生 活 は、 全

く切 り離 され た対 極 に位 置 す る もの とな っ て い るが 、 海 と シ ンデ ィが本 来 一

っ の もの で あ る こ とが 、 所 々 で示 され て い る。 シ ンデ ィの本 名Cynthiaと

い う名 は、 月 の女 神 ア ル テ ミス の別 名 で あ る が 、 そ の 月 は地 球 か らわ か れ て

出 来 た もの で、 後 に残 ら た穴 が 太 平 洋 にな っ た と い う考 え 方 が あ る こ と が 、

この 作 品 の 中 で 紹 介 され て い る("the Pacific...is the chasm the

moon left when三t tore loose from the earth"[40])。 デ ニ ス は 、 自分

の人 生 と結 婚生 活 が 最 高 潮 だ った こ ろを 思 い だ して 、"the ripped-off exile

moon and its track on the ocean"(41)を 連 れ と して 航 海 して い る 自分

の姿 を思 い 浮 か べ、 なぜ 、 そ の記 憶 の 中 に月 が登 場 して い る の だ ろ う とい う

疑 問 を抱 い て い るの だが 、 そ の月 は、 遠 く離 れ たJackson Heightsに い る

シ ンデ ィで あ る と考 え る こ とが で き る。 遠 く離 れ て い た と は い え 、"he

wrote to Cindy every other night"(41)と あ る よ うに、 当 時 は 二 人 の 間

の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンは、 現 在 よ り も う ま くい って い た 。 そ の コ ミュニ ケ ー

シ ョ ンは、 海 に象 徴 され る、 距 離 を超 越 す る想 像 力 に基 づ いて い るの であ る。

二 人 が、 物 理 的 ・地 理 的 に近 くに い るか ど うか は 問 題 で は な く、 二 人 を っ な

ぐ海 、 想 像 力 が 存 在 す る か ど うか が 問 題 な ので あ る。

 Hyacinthと い うね ず み の 名 につ い て は、 ElliotのThe Waste Landへ

の言 及 だ と考 え る研 究 者 が 多 い が 、Hyacinthは シ ン デ ィの 本 名Cynthia

を ひ っ くり返 した も ので あ る とい うDugdaleの 意 見 は 興 味 深 い(Dugdale

41)。 しか し、Dugdaleが 論 を進 め て ネ リ ッサ が"anti-Cynthia"で あ る と

す るの に は少 し無 理 が あ る。 む し ろ、 シ ンデ ィの 一 面 が 夢 の中 でね ず み の ヒ

ヤ シ ン ス に な って 現 わ れ た と考 え るべ きで あ ろ う。 な ぜ、 ね ず み の 姿 な の だ

ろ うか 。 デ ニ ス 自身"[Flange]considered it a fine and lovely irony

that the navy had made him a competent communications officer"

(44)と 認 め て い る よ うに 、 彼 と妻 と の コ ミ3ニ ケ ー シ ョ ンは全 く うま くい っ

て いな か っ た。 こ の コ ミュニ ケ ― シ ョンの 欠 如 が、 夢 の な か で は相 手 が け も

 ..



ので あ る と い う形 に な っ て現 わ れ た の だ と考 え られ る。Pynchonはv.の

中 で もVeronicaと い うね ず み を登 場 さ せ 、 そ の ね ず み を キ リ ス ト教 に 改

宗 させ よ う とす る牧 師 の 挿 話 を い れ て い る。 どち らの小説 にお いて も、 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ンの 断 絶 を 乗 り越 え る こ とが、 一 っ の テ ー マ と な って い る。 そ れ

と同 時 に、"the rat[100ks]like her[Nerissa's]own child,'(60)と あ

る よ う に、 こ の ね ず み は シ ン デ ィ/ネ リ ッサ の子 供 で も あ る。"Let the

world shrink to a boccie ball"(60)と い う デ ニ スの 言 葉 は、 自 分 が 子 宮

的 な生 活 か ら抜 け 出 す と い う決 意 だ け で は な く、"sea change"を 受 け て 小

さ くな った シ ン デ ィの 姿 を受 け入 れ る決 意 で もあ る。 そ して 、 そ の シ ンデ ィ

の姿 こそ、 現 実 の姿 に近 い も の な の か も知 れ な い。

1�

デ ニ ス は、 子 供 の頃 に、"the sea was a woman"(39)と い う比 喩 を 耳 に

した こ とが あ り、 そ の 比 喩 が 彼 を虜 に して 、 現 在 ま で の彼 の 運 命 も、 そ の 比

喩 に よ って 決 定 され て き た と感 じて い るの だ が 、 そ の話 を 聞 い た ジ ェ ロニ モ

が っ ぎ の よ うに 解 説 を 加 え る と、 なぜ か 腹 を立 て る。

Geronimo had pointed out, rather pedantically, that since all life 

had started from protozoa who lived in the sea, and since, as 

life forms had grown more complicated, sea water had begun to 

serve the function of blood until eventually corpuscles and a lot 

of other junk were added to produce the red stuff we know 

 today; since this was true, the sea was quite literally in our 

blood, and more important, the sea — rather than, as is popularly 

held, the earth — is the true mother image for us all. (39-40)

デ ニ スが 腹 を立 て る原 因 と して 考 え られ るの は、 デ ニ ス に と って 海 は女 性 で

は あ って も、 母 親 で はな い、 と い う こ とで あ る。 彼 に と っ て は、 シ ンデ ィ と

の 生 活 とそ こに あ る"the relentless rat卲nal咜y of that womb and that
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wife"(39)は 、 あ くま で も、 自由 な 想 像 力 の 源 泉 た る海 と は正 反 対 の も の

で な け れ ば な らな い か らで あ る。 しか し、 この 矛 盾 は、 ネ リ ッサ にお い て乗

り越 え られ て い る。

 他方で、海が我々のからだの中を流れているというこの見方はデニスのも

のの見方 に影響を与えている。例えば、彼が、 ボ リングブルックの小屋で海

の話をすることが出来ない理由は次のように説明されている。

But the reason  .  .  . was that if you are Dennis Flange and if 

the sea's tides are the same that not only wash along your veins 

but also billow through your fantasies then it is all right to 

listen to but not tell stories about that sea, because you and the 

truth of a true lie were thrown sometime way back into curious 

contiguity and as long as you are passive you can remain aware 

of the truth's extent but the minute you became active you are 

somehow . . . screwing up the perspective of things, much as 

anyone observing subatomic particles changes the works, data, 

and odds, by the act of observing. (52)

海 は、 血 液 とな って、 デ ニ スの 身 体 の 中 を流 れ て い るだ け で はな く、彼 の フ ァ

ンタ ジ ー の 中 で も波 打 って い る。 観 測 者 が 、 素 粒 子 の 位 置 を正 確 に 測 定 しよ

う とす る と、 そ の運 動 量 が不 確定 にな り、 逆 に、 運 動 量 を正 確 に 測 定 しよ う

とす る と、 そ の位 置 が わ か らな くな る と い う、 ハ イ ゼ ンベ ル クの不 確 定 性 関

係 によ く似 た関 係 が、 デ ニ ス と海 との 間 に成 り立 って い る。 血 液 と い う形 で

の 海 の 肉 体 性 と、 フ ァ ン タ ジー とい う形 で の 海 の 精 神 性 とが、 受 動 的 に と ど

ま って い る デ ニ ス の 中 で は、 バ ラ ン ス を保 って い る。 別 の言 い方 を す る な ら

ば、 フ ァ ン タジ ー の外 で シ ンデ ィ と生 活 して い る肉体 を もったデ ニ ス と、 フ ァ

ン タ ジ ー の 中で 海 を航 海 して い るデ ニ ス と が共 存 して い る の で あ る。Slade

は、"Flange's attitude is an assertion of passivity, a willingness to

take events as they happen, to withdraw from participation"(Slade

10)と 言 って い るが 、 これ も、 最 後 の ネ リ ッサ と の 出会 い を創 造 的 な夢 と と

 .:



らえ 直 す と きに は全 く逆 の も の に見 え て くる。 デ ニ スが 、 登 場 人 物 が 自分 だ

けで あ っ た彼 の 空 想 の世 界 に ネ リ ッサ を登 場 させ る と い う こ と は、 彼 が 空 想

に介 入 す る こ と を意 味 す る の で あ るか ら、 そ の結 果 と して 、"screw up the

perspective of things"す る こ とに な り、 空 想 の外 の 肉 体 と して の デ ニ ス

のふ る ま い も影 響 を受 け る こ と に な る。

V

 以 上 見 て きた よ うに、 デ ニ ス と ネ リ ッサ の 出会 い は、 夢 の 中 で の 出 来 事 で

あ る。 この夢 は、 シ ンデ ィが 、 これ ま で と は違 った 人 物 と して デ ニ スの 目 に

映 る こ と を暗 示 し、 この 夢 の 中 で 、 デ ニ ス は、 子 宮 的 な精 神 状 態 を脱 す る。

 ここで 、 重 要 な働 きを して い る の は、 デ ニ ス の フ ァ ンタ ジ ー と して の 想 像

力 、 そ して そ の 象 徴 と して の 海 で あ る。 想 像力 は、第 一 に、 コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンの基 礎 を な す もの で あ り、 物 理 的 ・地 理 的 な 隔 た りを越 え て 人 を結 び 付 け

る もので あ る。 第 二 に想 像 力 は、 現 実 を、 あ る い は、 日常 的 に現 実 の もの と

して 見 え て い る諸 関 係 を 、 新 た な も の と して み せ る働 きを もっ て い る。

 これ らの想 像 力 の性 質 に関 わ る問 題 は、Pynchonの 後 の 長 編 小 説 に っ い

て もあて は ま る。 彼 の小 説 で は、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 断絶 と回 復 が大 きな

テ ー マ の一 っ で あ る し、 彼 が取 り上 げ る歴 史上 の出来 事 を読 む読 者 は、疎 外 ・

排 除 され た人 々 の側 か ら の歴 史 の 見 直 しを迫 られ る こ とに な り、 現 在 の現 実

にっ いて も全 く異 な った 様 相 が 浮 か び上 が る。Pynchonの 小 説 の解 釈 で は、

しば しば、 死 、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 断 絶 、 文 明 の行 き詰 ま りな ど、 悲 観 的

側 面 に焦 点 が あ て られ る こ とが 多 い。 しか し、 ど の作 品 の 中 に も、 そ れ に抗

す る人 物 や 勢 力 が 存 在 して い る こ とを 見 逃 す こと は 出来 な い 。 これ らの、 い

わ ば、 反 エ ン トロ ピ ー 的 な 要 素 に焦 点 を あ て 直 し て、 よ り 「肯 定 的 」 に 、

Pynchonの 作 品 を 改ﾘて 解 釈 す る時 期 に さ しか か っ て い る の で は な い だ ろ

うか 。

.・
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